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ま
で
の
収
納
率
向
上
対
策
に
加
え
て

18
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

を
取
り
入
れ
る
な
ど
目
標
の
達
成
に

向
け
て
努
力
し
た
い
。

※
自
立
支
援
を
目
的
に
障
害
の
種
類

に
か
か
わ
ら
ず
、
自
立
支
援
給
付

を
中
心
と
し
た
、
全
国
一
律
の
共

通
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま

す
。

自
立
支
援
法
で
は
、
市
町
村
及
び

都
道
府
県
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
生
活
支
援
事
業
等
の
提

供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
障
害
福

祉
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

◎
質
問

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
留
意
す
べ
き
点
は
。

◇
答
え

障
害
者
自
立
支
援
法
が
目

指
す
「
障
害
者
を
地
域
で
支
え
る
」

と
い
う
理
念
を
常
に
念
頭
に
置
き
、

障
害
者
・
地
域
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
が

担
う
役
割
や
課
題
を
整
理
し
、
利
用

者
・
市
民
・
関
係
機
関
な
ど
か
ら
の

意
見
・
提
案
を
積
極
的
に
反
映
さ
せ

た
計
画
と
し
た
い
。

◎
質
問

市
税
の
滞
納
繰
越
分
に
対

す
る
収
納
率
の
目
標
が
お
お
む
ね

20
％
と
い
う
の
は
低
す
ぎ
る
の
で
は

な
い
か
。

◇
答
え

現
実
に
滞
納
繰
越
分
に
対

す
る
収
納
率
20
％
を
達
成
す
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
見
て
も

大
変
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
不
動
産
公
売
な
ど
の
こ
れ

バ
ー
で
き
な
い
部
分
を
新
た
な
雇
用

で
対
応
し
た
い
。

◎
質
問

こ
の
領
域
は
必
要
な
部
分

で
あ
る
。
市
独
自
で
臨
床
心
理
士
を

増
や
す
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

◇
答
え

人
材
が
少
な
い
た
め
獲
得

が
難
し
く
、
今
回
の
雇
用
も
や
っ
と

で
き
た
も
の
で
あ
る
。

◎
質
問

耐
震
診
断
調
査
は
ど
の
よ

う
な
基
準
で
実
施
さ
れ
る
の
か
。

◇
答
え

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
の

レ
ベ
ル
と
、
設
計
構
造
の
調
査
で
あ

る
。
文
部
科
学
省
の
基
準
で
は
、
昭

和
56
年
以
前
の
建
物
は
耐
震
化
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
対
象
は
延
床
面

積
が
２
０
０
㎡
以
上
又
は
２
階
建
て

以
上
で
あ
る
。

◎
質
問

昭
和
56
年
以
前
の
建
物
の

件
数
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

◇
答
え

市
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
合
わ
せ
て
１
０
４
棟
あ
る

が
、
56
年
以
前
の
建
物
は
77
棟
で
あ

る
。

◎
質
問

小
・
中
学
生
の
心
の
ケ
ア

と
し
て
臨
床
心
理
士
を
１
名
雇
用
さ

れ
る
が
、
業
務
内
容
を
尋
ね
た
い
。

◇
答
え

い
じ
め
や
不
登
校
が
多
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
専
門
的
な
立
場

か
ら
ケ
ア
が
で
き
な
い
か
と
考
え

る
。
市
の
雇
用
と
は
別
に
県
か
ら
３

名
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
カ

※

総
務
文
教
常
任
委
員
会

心
の
ケ
ア
充
実
対
策
事
業

《
新
規
事
業
》

厚
生
常
任
委
員
会

障
害
福
祉
計
画
策
定
事
業

《
新
規
事
業
》

市
税
の
収
納
率
向
上
対
策

教
育
施
設
等
耐
震
化
事
業

《
新
規
事
業
》
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福
重
の
下
水
道
接
続
等
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

３
月
１
日
及
び
３
月
14
日
か
ら

17
日
ま
で
の
５
日
間
、
条
例
・
新

年
度
予
算
等
の
38
議
案
を
各
常
任

委
員
会
で
慎
重
に
審
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

掲
載
内
容
は
、
紙
面
の
都
合
上

そ
の
一
部
の
紹
介
に
な
り
ま
す
。

◎
質
問

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
生
活
道
路
や
河
川
の
危
険

箇
所
の
改
修
、
改
良
や
公
園
出
入
口

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
遊
具
等
の
修

繕
と
あ
る
が
具
体
的
な
説
明
を
お
願

い
し
た
い
。

◇
答
え

市
内
８
地
区
（
三
浦
か
ら

松
原
ま
で
）
か
ら
２
ヶ
所
ず
つ
計
16

ヶ
所
に
お
い
て
、
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
の
整
備
の
た
め
、
側
溝
整
備
、

市
道
補
修
、
河
川
護
岸
改
修
、
路
面

改
修
、
歩
道
改
修
等
を
行
う
事
業
で

あ
る
。

◎
質
問

４
４，
８
７
１
千
円
の
総

事
業
費
で
あ
る
が
具
体
的
な
説
明
を

お
願
い
し
た
い
。

◇
答
え

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
防

災
警
報
機
設
置
が
住
宅
に
義
務
付
け

ら
れ
る
た
め
、
市
営
住
宅
に
取
り
付

け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
松
原
・

の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
に

な
る
と
思
う
。

◎
質
問

17
年
度
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
か
。

◇
答
え

大
村
の
観
光
ガ
イ
ド
の
育

成
、
フ
ル
ー
ツ
狩
り
や
歴
史
を
組
み

入
れ
た
市
内
周
遊
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

の
実
施
、
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
見

直
し
等
を
行
っ
た
。
18
年
度
は
そ
れ

に
加
え
、
観
光
ガ
イ
ド
の
組
織
を
作

り
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
Ｐ

Ｒ
や
、
歴
史
・
自
然
・
農
水
産
業
な

ど
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
の
観
光
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
い
。

◎
質
問

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

◇
答
え

平
成
19
年
度
か
ら
国
が
実

施
す
る
農
政
改
革
の
１
つ
で
あ
る
農

村
環
境
の
保
全
対
策
に
先
行
し
て
、

田
下
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す

る
。
こ
れ
ま
で
農
家
の
方
々
が
自
主

的
に
行
っ
て
き
た
農
地
、
水
路
、
農

道
等
の
点
検
や
維
持
保
全
活
動
に
つ

い
て
、
あ
る
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、

効
果
の
高
い
取
り
組
み
を
行
っ
た
組

織
に
対
し
て
国
50
％
県
25
％
市
25
％

で
助
成
を
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
。

◎
質
問

平
成
17
年
度
か
ら
の
事
業

で
あ
る
が
、
も
っ
と
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
Ｐ
Ｒ
が
で
き
な
い
か
。

◇
答
え

昨
年
度
の
取
り
組
み
と
今

後
の
方
針
を
３
月
23
日
の
観
光
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
い
。
大
村
市

経
済
常
任
委
員
会

農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全
向
上
活

動
支
援
実
験
事
業
《
新
規
事
業
》

建
設
環
境
常
任
委
員
会

緊
急
地
域
整
備
事
業

《
新
規
事
業
》

ス
ト
ッ
ク
活
用
個
別
改
修
事
業

《
継
続
事
業
》

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

戦
略
策
定
事
業
《
継
続
事
業
》




